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月
見
松
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査
報
告

一
、
は
じ
め
に

月
見
松
遺
跡
が
全
国
的
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
昭
和
嬌
年
ろ

月
緊
急
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
以
後
で
あ
る
。
調
査
の
成
果
は
報
告
書
に
よ

る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
註
１
）
　
　
　
　
、

１
、
河
岸
段
丘
に
形
成
さ′
れ
た
組
文
中
期
初
頭
か
ら
将
来
に
至
る
集
落
址
と

平
安
時
代
集
落
址
の
複
合
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

２
、
面
積
約
１５
た
に
達
す
る
大
遺
跡

‘
、
組
文
中
期
竪
穴
住
居
址

一５４
個
、
特
殊
遺
構
　
５
個
、
平
安
時
代
竪
穴

住
居
址
　
４
個
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

本
回
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
契
機
は
、
遺
跡
地
南
端
段
丘
突
端
面
に
山

岸
、
河
野
両
家
の
共
同
墓
地
が
造
成
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
破
壊
寸
前
に
直
面
し

て
い
る
と
い
う
申
し
出
が
地
主
の
下
小
沢
在
住
山
岸
七
衛
氏
よ
り
伊
那
市
教
育

委
員
会

へ
提
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
４８
年
綱
月
６
日

午
後
、
小
池
政
美
、
友
野
良

一
両
氏
を
現
地
に
派
遣
し
、
山
岸
七
衛
氏
と
現
地

協
議
を
行
な
い
、
で
き
る
だ
け
破
壊
さ
れ
な
い
よ
う
な
姿
で
造
成
を
し
て
も
ら

う
よ
う
に
依
頼
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
土
墨
は
現
状
の
ま
ま

伊

りБ

市

教

育

委

員

会

で
理
土
す
る
こ
と
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
点
在
し
て
い
る
ア
本
の
石
碑
は
拓
本
を

取

っ
て
記
録
保
存
を
し
、
現
物
は
共
同
墓
地
完
成
の
時
に
一
緒
に
し
て
杞
っ
て

も
ら
う
こ
と
。
経
塚
は
石
垣
を
つ
く
る
際
に
東
半
分
が
切
ら
れ
る
か

ｔ
ら
発
掘
調

査
を
し
て
記
録
保
存
を
す
る
こ
と
。
以
上
、
前
述
し
た
諸
要
求
を
顧
み
て
、
発

掘
調
査
日
を
昭
和
４８
年
１１
月
１４
日
～
１１
月
１５
日
と
決
め
る
。

最
後
に
、
発
掘
作
業
に
奉
仕
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
名
前
を
記
し
て
、
御
礼

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

山
岸
ち
よ
、
山
岸
千
世
子
、
山
岸
茂
子
、
河
野
や
す
み
、
河
野
春
子
、
山
岸

七
術
一
山
岸
源
衛
門
、
河
野
通
博
、
山
岸
寿

一
、
山
岸
武
雄
、
伊
那
北
高
等
学

校
歴
史
研
究
部

（木
下
久
、
荻
原
茂
）

二
、
位
　
　
置

今
回
、
発
掘
を
実
施
し
た
月
見
松
遺
跡
は
昭
和
“
年
度
、
伊
那
市
教
育
委
員

会
よ
り
刊
行
さ
れ
た
報
告
書
で
述
べ
ら
れ
た

一
帯
で
あ
る
。
・

地
籍
は
長
野
県
伊
那
市
大
字
伊
那
下
小
沢
八
〇
八
五
番
地
で
あ
る
。
下
小
沢

部
落
の
北
側
、
段
丘
突
端
部
に
位
置
し
、
農
道
ど
墓
地
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
て

い
る
。　
発
掘
地
は
原
野
と
な
っ
て
お
り
、　
雑
草
が
林
の
如
く
に
林
立
し
て
い
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た
。地

形

。
地
質
の
項
、
歴
史
的
環
境
の
嗅
に
つ

告
書
の
中
に
詳
細
に
述
べ
Ｌ
れ
て
い
ろ
の
で
、

と
に
し
て
お
く
。

一̈一一一一一一一̈一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈一一一一一一”一̈一一一̈一一一一̈一̈̈̈
一̈̈
”一

ｉ
、
■
据
経
過
及
び
■
掘
■
詩

（
昭
和
場
年
）

「
月
１０
日
　
一雨
の
為
に
午
前
中
作
業
中
止
、
午
後
測
量
器
材
並
び
に
発
掘
器

材
の
運
搬
を
す
る
。

「
月
―‐
日
　
石

‐１‐１
の
拓
本
取
り
を
実
施
す
る
。

１１
月
■
日
　
一退
跡
地
の
全
体
測
量
、
土
昴
実
測
、
経
塚
実
測

「
月
Ｍ
日
ヽ
■
月
巧
日

山
岸
家
、
河
野
家

一
族
の
献
身
的
な
奉
仕
に
よ
り
、

分
の
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
っ

い
て
Ｌ
以
前
、
調
五
さ
れ
た
報

不
回
は
省
略
さ
せ
て
も
ら
う
こ

【写真 1]月 見松遺跡の近くにある

普光電松月寺本尊

四
、
石
碑
と
遺
構

石
碑
は
７
本
現
存
し
、
い
ず
れ
も
供
責
塔
で
あ

っ
た
ゥ
石
碑
の
分
布
状
態
は

第
１
図
に
そ
の
番
号
を
記
し
て
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
照
合
し
て
み
て
い
た
だ
き

た
い
。
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
右
側
に
写
真
を
、
左
側
に
そ
の
銘
文
を
記
し
、
そ

の
他
、
諸
項
目
に
つ
い
て
書
き
じ
る
し
て
お
く
。
土
壁
遺
構
や
経
塚
遺
構
に
つ

い
て
は
一
般
的
な
説
明
を
し
て
お
く
こ
Ｌ
に
す
る
。

ｎ
　
供
　
養
　
塔

ヽ

、

経嫁東半　　「川‐‐‐ン

【第1図】追構及び石碑分布図
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高    48`〃

″L中目    f`C〃

下幅   2ご ,こ″

最大厚 (中央 )

1(3ご″

石質

ltt雲 |]|し ユ1堪十

台座 ナシ

1蜀

J二 |li

ド|」

最大厚

:石
:貞

光背

台座

43.5`.ll

21ごルi

をi`″

(中央 )

illε″′

雲黒け化に111

,i卜 l「タ

自然石を利用

しプこれ|1反力]

ロ
ロ
ロ
　
一　
千
　
部

二
部
妙
・典

Ｉ
□
．‐‐］

二
月
十
七
Ｈ

ｔ
水
三
年
戊
年
目
万
部

正
月
三
日

準
読

―‐―
阿
‐―１１
陀
経

為
諄
光
眈
■
ル
だ

【写真2】  ″L 養 塔 1

【写真6】 供 養 苦 2
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高   61ε凛

上幅   27οπ

TI冨      27Cれ

最大厚 (中央)
1lο″

石質   安山岩

光背   舟形

台座あり

安山岩ではめこみ式

になつている。

」二幅     初ο771・

下幅   29`″

最大厚 (中央 )

1ろ C711

石質  黒雲母化同岩

光背  舟形

台座  ナシ

宝
永
三
年
成
年
五
月

一
千
部

華
供
養
大
乗
二
部
妙
典

為
松
林
院
禅
浄
慶
苦
提

享
保
十
九
天
□
己

西
国
秩
父
坂
東
□
回
百
番

八
月
２
日

【写真4】  供 養 塔 ろ

【写真 5】 供 養
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高さ     67“

上幅    27¢″

下幅    27CZ

最大厚 (中央)

0こ
`・

・

石質  黒雲母花自岩

光背  舟形

台座  ナシ

高
・
さ    `Oα″

上幅    53ο″
~ド

隔    35ο〃

最大厚 (中央)

10C″

石質  粘板岩

台座  ナシ

日
□
合
二
現
菩
提

二
部
妙
典

一
千
部
塔

寛
保
十
四
年
八
月

（
右
側
面
）

宝
暦
四
　
岬
　
一
一朋

奉
読
誦
仏
乗
二
部
妙
典

一
千
部

（左
側
面
）
　
顧
主
　
専
修
行
者
高
野
氏

【写真 6】 供 養 塔 5
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【写真 7】 供 養 塔 6



（
要
側
）
　

一二
月
朔
口

（
石
側
面
）
　

宝
暦
八
成
寅
天

嘔
主
　
直
（信

円
弥
陀
経
三
千
巻

高さ

上幅

下 ll.

石質

台座

66C″

15r〃 |

24ο″

粘板岩

ナシ

最大厚 (中央 )

1ご C′″

【写真 8】 供 養 jξ  7

０

土

曇

遣

構

今
回
の
調
査
区
域
内
に
含
ま
れ
て
い
る
土
昴
に
関
係
し
た
事
柄
に
つ
い
て
の

古
文
献
を
引
用
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

「
長

野
県
町
村
誌
」
南
信
綸
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

『小
沢
耕
地
東
北
隅
、
即
ち
中
野
原
の
南
端
に
あ
り
。
東
北
西
の
三
面
■
を

続
ら
し
、南
面
小
沢
洞
に
臨
め
り
。
天
正
の
頃
、山
口
権
左
衛
門
居
住
す
。
伊
那

武
鑑
根
元
記
に
見

へ
た
り
じ
上
人
偶
々
土
を
墜
て
古
瓦
、
古
戦
具
等
を
得
Э
叉

夭
矯
た
る
古
松
の
一
株
を
存
し
、
往
昔
よ
り
称
し
て
月
見
松
の
名
あ
い
。
下
に

満
月
影
の
形
顕
れ
た
る
大
岩
、
書
苺
班
茂
し
た
る
も
の
を
月
岩
と
呼
ぶ
あ
り
。

叉
和
歌
を
刻
し
た
る
大
碑
を
■
せ
り
。
風
景
最
佳
絶
の
一
勝
地
な
り
。
』

構
築
当
時
は
土
雌
が
南
岸
の
段
丘
屋
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
現
在
は
東
西
に
た
る
道
路
よ
り
北
側
は
水
田
と
な
つ
て
し
ま
つ
て

、
往
音
の
姿
を
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

山
岸
七
衛
氏
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
北
側
の
上
彙
は
終
戦
直
後
に
破
壊
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
だ
つ
た
。

同
氏
の
話
を
参
考
に
し
て
十
颯
に
囲
ま
れ
た
い
わ
ゆ
る
城
郭
遺
構
の
規
模
は

推
定
南
北
４０
翌
円
後
、
東
西
“
π
程
と
考
え
ら
れ
よ
ヶ
。
つ
い
で
記
し
て
お
き

た
い
こ
と
は
、
北
側
の
上
曇
は
以
前
月
見
松
遺
跡
を
発
掘
調
査
し
た
と
き
に
土

地
に
関
係
す
る
溝
の
跡
が
発
見
さ
れ
た
と
、
当
時
発
掘
担
当
の
林
茂
樹
氏
の
談

で
あ
る
。

調
査
以
前
ま
で
現
存
し
て
い
た
の
は
西
側
と
東
側
の
も
の
で
あ
り
、
前
者
は

― ろ26-―



今
回
の
共
同
墓
地
造

成
に
よ
っ
て
、
破
壊

さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま

の
状
態
で
埋
め
ら
れ

て
い
る
。

今
日
、
限
に
触
れ

ら
れ
る
の
は
東
側
だ

け
で
あ
る
。
こ
れ
は

全
般
的
に
く
ず
れ
て

し
ま

つ
て
い
て
、
土

曜
と
し
て
は
あ
ま
り

み
ご
た
え
が
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
む

し
ろ
、
そ
の
上
に
あ
る
月
見
の
松
、
碑
、
月
見
の
石
の
方
が
歴
史
的
に
み
る
ベ

き
価
値
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

右
側
の
上
曇
は
南
北
引
れ
、
下
底
の
最
も
幅
の
広
い
と
こ
ろ
で
７
π
”
印
、

せ
ま
い
Ｌ
こ
ろ
で
５
れ
、
上
底
幅
は
１
ル
２０
け
、
ｌ
π
８０
０
位
、
高
さ
は
ｌ
π

前
後
を
そ
れ
ぞ
れ
測
定
で
き
た
。

断
面
は
カ
ッ
ト
を
し
て
み
な
い
の
で
確
実
な
点
は
言
い
難

い
が
九
味
が
か
っ

た
台
形
状
を
呈
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

の

経

塚

遺

構

共
同
墓
地
造
成
地
区
内
に
盛
十
状
の
遺
構
が
以
前
か
ら
知
わ
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
長
野
県
遺
跡
台
帳
で
は
月
見
松
古
墳
群
の
一
つ
と
し
イ
登ヽ
録
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
調
査
で
、
古
培
で
は
な
く
て
経
塚
と
判
明
し
た
。
規
模
は
南
北
６

れ
ｍ
印
、
東
西
６
“
”
“
で
、
川
高
は
西
側
で
”
ｍ
、
東
側
で
は
０５
“
程
を
測

定
で
き
、
培
高
の
レ
ベ
ル
は
同
心
円
状
に
展
開
し
て
い
た
。
都
合
に
よ
り
東
半

分
だ
け
を
発
掘
調
査
し
て
み
る
と
、
土
層
の
内
容
に
つ
い
て
次
の
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
耕
上
が
”
”
位
あ
り
、
そ
の
下
に
黒
色
上
を
“
０
位
盛
り
上
げ

た
よ
う
な
形
に
な

っ

て
い
た
。
黒
色
土
層

中
よ
り
鉄
釉
の
陶
器

片
が

一
片
だ
け
出
土

し
た
。
構
築
年
代
は

供
責

‐７
の
銘
文
の

年
代
と
同
じ
で
あ
る

と
決
め
つ
け
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。

【:」「
~真
9】 土 曇 全 景

【写真10】 経 塚 全 景



五
、
ま

　
と
　

め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

共
同
墓
地
造
成
と
い
う
こ
と
で
三
〇
〇
２π
の
せ
ま
い
範
囲
に
限
ら
れ
た
調
査

で
あ

っ
た
。　
一
般
的
に
月
見
松
遺
跡
と
言
う
と
組
文
中
期
時
代
の
大
集
落
が
想

像
さ
れ
る
が
、
今
日
は
、
む
し
ろ
中
世
あ
る
い
は
近
世
の
構
築
物
ま
た
は
碑
が

主
体
と
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
構
築
物
は

普
光
庵
松
月
寺
と
密
接
な
関
係
が
あ

っ
た

と
思
わ
れ

る
。
当
寺
は
小
沢
川
の
左
岸
段
丘
中
腹
に
あ
り
、
尼
寺
で
あ

つ
た
が
、
現
在
は

無
仏
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
七
本
の
石
碑
は
い
ず
れ
も
供
養
塔
で
あ
り
、
当
寺

と
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
濃
厚
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

土
塁
遺
構
は
現
存
保
存
と
い
う
措
置
を
と
つ
た
た
め
に
、
そ
の
規
模
や
高
さ

を
実
測
し
た
だ
け
に
留
め
て
し
ま
っ
た
が
、
カ
ッ
ト
し
て
み
れ
ば
、
当
然
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
が
、
版
築
の
構
造
を
形
成
し
て
い
る
も
の
と
推
定
で
き
よ
う
。

経
塚
遺
構
は
宗
教
上
の
構
築
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
は
全
く
な
い
。
東

側
の
調
査
だ
け
と
な
つ
た
が
、
経
塚
に
つ
き
も
の
で
あ
る
経
石
の
出
土
は
全
く

な
か
っ
た
が
、
鉄
釉
陶
器
片
の
出
土
や
墳
頂
の
供
養
塔
の
銘
文
よ
り
江
戸
時
代

中
期
頃
の
所
産
物
で
あ
る
こ
と
は
相
違
な
い
と
思
わ
れ
る
。
遺
物
の
出
土
量
の

少
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
信
仰
対
象
期
間
が
短
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
信
仰
状

態
が
稀
薄
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
近
世
に
於
い
て
い
文
献
上
に
残
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
資
料
を
各
種

の
方
法
で
今
後
調
査
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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